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当社網と直接接続事業者網間で使用するインタフェース仕様は次のとおりとします。 

 

インタフェース種別 利用するＩＰ インタフェース仕様 

ＩＰｖ６ 本ＮＮＩ仕様書の「１．１０００ＢＡＳＥ－ＬＸインタ

フェースにて接続する場合」に示すとおりとします。 

１０００ＢＡＳＥ－ＬＸ

インタフェース 

ＩＰｖ４／ＩＰｖ６ ＩＰｖ４は技術的条件集別表 26、ＩＰｖ６は本ＮＮＩ仕

様書の「１．１０００ＢＡＳＥ－ＬＸインタフェースに

て接続する場合」に示すとおりとします。 

ＩＰｖ６ 本ＮＮＩ仕様書の「２．１０ＧＢＡＳＥ－ＬＲインタフ

ェースにて接続する場合」に示すとおりとします。 

１０ＧＢＡＳＥ－ＬＲ 

インタフェース 

ＩＰｖ４／ＩＰｖ６ ＩＰｖ４は技術的条件集別表 26.2、ＩＰｖ６は本ＮＮＩ

仕様書の「２．１０ＧＢＡＳＥ－ＬＲインタフェースに

て接続する場合」に示すとおりとします。 
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１．１０００ＢＡＳＥ－ＬＸインタフェースにて接続する場合 

１．１. インタフェース規定点 

 図１．１に、接続事業者との接続イメージを示す。当社と接続事業者とは、インタフェース点（以下「ＰＯＩ」

という）で接続する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．１ 接続事業者との接続イメージ 

 

１．２． 下位層（レイヤ１～２）仕様 

１．２．１ 物理層（レイヤ１）仕様 

IEEE Std 802.3 Clause36,38 準拠  

コネクタ仕様   JIS C5973 準拠 

光ケーブル仕様  JIS C6835 SSM A 準拠 

 

１．２．２ データリンク層（レイヤ２）仕様 

IEEE Std 802.3 Clause4 準拠 

 

１．２．２．１ 論理的条件フレーム構成 

IEEE Std 802.3 Clause3 および IETF RFC894 準拠 

 

１．２．２．２ 物理アドレス解決方法 

IPv4 IETF RFC826 準拠  

IPv6 IETF RFC2461 準拠 

IETF RFC4861 準拠 

 

１．３． ネットワーク層（レイヤ３）仕様 

１．３．１ ＩＰ 

  IPv4 IETF RFC791 準拠（ＲＡＤＩＵＳメッセージのネットワーク層として利用する） 

IPv6 IETF RFC2460 準拠（マルチキャストアドレスは、リンクローカルスコープを除き、サポートしない） 

 

１．３．２ ＩＣＭＰ 

ICMPv4 IETF RFC792 準拠 

ICMPv6 IETF RFC2463 準拠 

IETF RFC4443 準拠 

 

１．３．３ ルーティング方式 

 スタティックルーティングまたは１．４．３項に規定するダイナミックルーティング  

 

１．４． 上位層（レイヤ４以上）仕様 

１．４．１ 制御情報交換方式 

当社のＩＰ通信網終端装置と接続事業者の認証サーバ間の制御情報交換はＩＥＴＦ ＲＦＣ２８６５、ＩＥＴＦ 

ＲＦＣ２８６６、ＩＥＴＦ ＲＦＣ３５７６およびＩＥＴＦ ＲＦＣ４８１８に準拠したＲＡＤＩＵＳプロトコルに

ＰＯＩ 

接続事業者区間 当社区間 

ＩＰ通信網

終端装置 
接続事業者網 
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より行う。このとき、ＩＥＴＦ ＲＦＣ２８６５、ＩＥＴＦ ＲＦＣ２８６６、ＩＥＴＦ ＲＦＣ３５７６およびＩＥ

ＴＦ ＲＦＣ４８１８の中で記述されているＲＡＤＩＵＳサーバおよびＲＡＤＩＵＳ課金サーバは接続事業者の認

証サーバを、ＲＡＤＩＵＳクライアントについては当社のＩＰ通信網終端装置を、それぞれ示すものとする。  

なお、１．４．１．１（３）項および（４）項に示すシーケンスの利用については、当社と接続事業者間で別途協

議の上、決定することとする。 

 

１．４．１．１ ＲＡＤＩＵＳシーケンス 

当社のＩＰ通信網終端装置と接続事業者の認証サーバ間のシーケンスは以下のとおり。 

（１）正常時のシーケンス 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）誤ユーザ名、もしくは、誤パスワード時のシーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）セッション解除成功時のシーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Access - Request 

Access - Accept 

Accounting - Request 

Accounting - Response

Accounting - Request 

Accounting - Response 

＜終了時＞ 

Access - Request 

Access - Reject 

ＩＰ通信網

終端装置 認証サーバ 

ＩＰ通信網

終端装置 認証サーバ 

Accounting - Request 

Accounting - Response 

Disconnect - Request 

Disconnect - Response 

Accounting - Request 

Accounting - Response

ＩＰ通信網 

終端装置 
認証サーバ 
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（４）セッション解除失敗時のシーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．４．１．２ パケットフォーマット 

当社のＩＰ通信網終端装置と接続事業者の認証サーバ間で用いる制御情報パケットのフォーマットを以下に示 

す。 

 

フィールド名 フィールド長 値 

Code コード 1 オクテット 1：Access-Request 

2：Access-Accept 

3：Access-Reject 

4：Accounting-Request 

5：Accounting-Response  

Identifier 識別子 1 オクテット  

Length パケット長 2 オクテット  

Authenticator 認証符号 16 オクテット (属性情報) 

Attributes 属性 可変長  

 

 

（１）アクセス要求（Access-Request） 

  エンド・ユーザの接続事業者網への接続の可否を決定するために使われる情報を、当社のＩＰ通信網終端装置か

ら接続事業者の認証サーバへ送出するパケット。 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code コード １ １ 

Identifier 識別子 １  

Length パケット長 ２  

Authenticator 認証者 １６  

Attributes 属性 可変 (属性情報) 

 

 

（２）アクセス応答（Access-Accept） 

  ユーザに対して、サービスを始めるために必要となる情報を提供するパケットで、接続事業者の認証サーバから

当社のＩＰ通信網終端装置へ送られる。Access-Request の属性が受け入れられた時に、接続事業者の認証サーバは

コードフィールドに「２」を入れて送出する。 

 

1 2 3 0 5 6 7 4 9 10 11 8 13 14 1512 16 17 19 20 2118 22 23 25 26 2724 29 30 31 28 

Code Identifier Length

Request Authenticator

Attributes 

Disconnect - Request 

Disconnect - Response 

ＩＰ通信網 

終端装置 
認証サーバ 
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フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code コード １ ２ 

Identifier 識別子 １  

Length パケット長 ２  

Authenticator 認証者 １６  

Attributes 属性 可変 (属性情報）

 

 

（３）アクセス拒否（Access-Reject） 

  Access-Request の属性が受け入れられない時に、接続事業者の認証サーバはコードフィールドに「３」を入れ

て送出する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code コード １ ３ 

Identifier 識別子 １  

Length パケット長 ２  

Authenticator 認証者 １６  

Attributes 属性 可変 (属性情報）

 

 

（４）アカウント要求（Accounting-Request） 

 当社のＩＰ通信網終端装置から接続事業者の認証サーバに送られるパケットで、ユーザに提供されるサービスに対

するアカウンティング情報を含んでいる。当社のＩＰ通信網終端装置はコードフィールドに「４」を入れて送出す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code コード １ ４ 

Identifier 識別子 １  

Length パケット長 ２  

Authenticator 認証者 １６  

Attributes 属性 可変 (属性情報）

 

 

（５）アカウント応答（Accounting-Response） 

 接続事業者の認証サーバから当社のＩＰ通信網終端装置に送られるパケットで、Accounting-Request が正しく受

け取られ、記録されたことを示す。このとき、接続事業者の認証サーバはコードフィールドに「５」を入れて送出

1 2 3 0 5 6 7 4 9 10 11 8 13 14 1512 16 17 19 20 2118 22 23 25 26 2724 29 30 31 28 

Response Authenticator

Attributes 

1 2 3 0 5 6 7 4 9 10 11 8 13 14 1512 16 17 19 20 2118 22 23 25 26 2724 29 30 31 28 

Response Authenticator

Attributes 

1 2 3 0 5 6 7 4 9 10 11 8 13 14 1512 16 17 19 20 2118 22 23 25 26 2724 29 30 31 28 

Code Identifier Length

Request Authenticator

Attributes 

Code LengthIdentifier 

LengthIdentifier Code 
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する。 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code コード １ ５ 

Identifier 識別子 １  

Length パケット長 ２  

Authenticator 認証者 １６  

Attributes 属性 可変 (属性情報）

 

 

（６）切断要求(Disconnect-Request） 

接続事業者の認証サーバから当社のＩＰ通信網終端装置に送られるパケットで、切断するセッションを特定する

情報を含んでいる。接続事業者の認証サーバはコードフィールドに「４０」を入れて送出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code コード １ ４０ 

Identifier 識別子 １  

Length パケット長 ２  

Authenticator 認証者 １６  

Attributes 属性 可変 (属性情報）

 

 

（７）切断応答（Disconnect-Response） 

当社のＩＰ通信網終端装置から接続事業者の認証サーバに送られるパケットで、ACK の場合は

Disconnect-Requestが正しく受け取られ、セッションが切断されたことを示し、NAKの場合にはDisconnect-Request

が受け入れられなかったことを示す。当社のＩＰ通信網終端装置はコードフィールドに、ACK の場合には「４１」

を、NAK の場合には「４２」を入れて送出する。 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code コード １ ４１(ACK) 

４２(NAK) 

Identifier 識別子 １  

Length パケット長 ２  

Authenticator 認証者 １６  

Attributes 属性 可変 (属性情報）

 

1 2 3 0 5 6 7 4 9 10 11 8 13 14 1512 16 17 19 20 2118 22 23 25 26 2724 29 30 31 28 

Length

Response Authenticator

Attributes 

Code Identifier 

1 2 3 0 5 6 7 4 9 10 11 8 13 14 1512 16 17 19 20 2118 22 23 25 26 2724 29 30 31 28 

Code Identifier Length

Request Authenticator

Attributes 

1 2 3 0 5 6 7 4 9 10 11 8 13 14 1512 16 17 19 20 2118 22 23 25 26 2724 29 30 31 28 

Length

Response Authenticator

Attributes 

Code Identifier 
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１．４．２ エンド・ユーザへのＩＰアドレス割り当て方式 

エンド・ユーザにダイナミックに割り当てるＩＰｖ６ プレフィックスは、接続事業者の認証サーバでプールする

こととし、接続事業者の認証サーバから当社のＩＰ通信網終端装置に転送する Access-Accept パケットの中に設定

される Attribute のうち Delegated-IPv6-Prefix にユーザへ割り当てるＩＰｖ６ プレフィックスを設定する。 

 

１．４．３ ダイナミックルーティングプロトコル 

BGP-4+ IETF RFC2545 準拠 

       IETF RFC4760 準拠 

 

なお、ダイナミックルーティングプロトコルの設定内容等の細目については、当社と接続事業者間で別途協議の

上、決定することとする。 

 

１．５．ＩＰ通信網終端装置へ同時に接続可能なＰＰＰセッション数の上限値について 

ＩＰ通信網終端装置へ同時に接続可能なＰＰＰセッション数の上限値については、当社と接続事業者間で別途協

議の上、決定することとする。 

 
 
２．１０ＧＢＡＳＥ－ＬＲインタフェースにて接続する場合 

２．1. インタフェース規定点 

 図２．１に、接続事業者との接続イメージを示す。当社と接続事業者とは、インタフェース点（以下「ＰＯＩ」

という）で接続する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．１ 接続事業者との接続イメージ 

 

２．２． 下位層（レイヤ１～２）仕様 

２．２．１ 物理層（レイヤ１）仕様 

IEEE Std 802.3ae Clause49,51,52 準拠 

コネクタ仕様 JIS C5973 準拠 

光ケーブル仕様 JIS C6835 SSM A 準拠 

 

２．２．２ データリンク層（レイヤ２）仕様 

IEEE Std 802.3ae Clause4 準拠 

 

２．２．２．１ 論理的条件フレーム構成 

IEEE Std 802.3 Clause3 および IETF RFC894 準拠 

 

２．２．２．２ 物理アドレス解決方法 

IPv4 IETF RFC826 準拠  

IPv6 IETF RFC2461 準拠 

 

 

ＰＯＩ 

接続事業者区間 当社区間 

ＩＰ通信網

終端装置 
接続事業者網 
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２．３． ネットワーク層（レイヤ３）仕様 

２．３．１ ＩＰ 

  IPv4 IETF RFC791 準拠（ＲＡＤＩＵＳメッセージのネットワーク層として利用する） 

IPv6 IETF RFC2460 準拠（マルチキャストアドレスは、リンクローカルスコープを除き、サポートしない） 

 

２．３．２ ＩＣＭＰ 

ICMPv4 IETF RFC792 準拠 

ICMPv6 IETF RFC2463 準拠 

 

２．３．３ ルーティング方式 

２．４．３項に規定するダイナミックルーティング  

 

２．４． 上位層（レイヤ４以上）仕様 

２．４．１ 制御情報交換方式 

当社のＩＰ通信網終端装置と接続事業者の認証サーバ間の制御情報交換はＩＥＴＦ ＲＦＣ２８６５、ＩＥＴＦ 

ＲＦＣ２８６６、ＩＥＴＦ ＲＦＣ３５７６およびＩＥＴＦ ＲＦＣ４８１８に準拠したＲＡＤＩＵＳプロトコルに

より行う。このとき、ＩＥＴＦ ＲＦＣ２８６５、ＩＥＴＦ ＲＦＣ２８６６、ＩＥＴＦ ＲＦＣ３５７６およびＩＥ

ＴＦ ＲＦＣ４８１８の中で記述されているＲＡＤＩＵＳサーバおよびＲＡＤＩＵＳ課金サーバは接続事業者の認

証サーバを、ＲＡＤＩＵＳクライアントについては当社のＩＰ通信網終端装置を、それぞれ示すものとする。  

なお、１．４．１．１（３）項および（４）項に示すシーケンスの利用については、当社と接続事業者間で別途協

議の上、決定することとする。 

 

２．４．１．１ ＲＡＤＩＵＳシーケンス 

当社のＩＰ通信網終端装置と接続事業者の認証サーバ間のシーケンスは以下のとおり。 

（１）正常時のシーケンス 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）誤ユーザ名、もしくは、誤パスワード時のシーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Access - Request 

Access - Accept 

Accounting - Request 

Accounting - Response

Accounting - Request 

Accounting - Response 

＜終了時＞ 

Access - Request 

Access - Reject 

ＩＰ通信網

終端装置 認証サーバ 

ＩＰ通信網

終端装置 認証サーバ 

Accounting - Request 

Accounting - Response 
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（３）セッション解除成功時のシーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）セッション解除失敗時のシーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．４．１．２ パケットフォーマット 

当社のＩＰ通信網終端装置と接続事業者の認証サーバ間で用いる制御情報パケットのフォーマットを以下に示 

す。 

 

フィールド名 フィールド長 値 

Code コード 1 オクテット 1：Access-Request 

2：Access-Accept 

3：Access-Reject 

4：Accounting-Request 

5：Accounting-Response  

Identifier 識別子 1 オクテット  

Length パケット長 2 オクテット  

Authenticator 認証符号 16 オクテット (属性情報) 

Attributes 属性 可変長  

 

 

 

 

 

 

 

Disconnect - Request 

Disconnect - Response 

Accounting - Request 

Accounting - Response

ＩＰ通信網 

終端装置 
認証サーバ 

Disconnect - Request 

Disconnect - Response 

ＩＰ通信網 

終端装置 
認証サーバ 
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（１）アクセス要求（Access-Request） 

  エンド・ユーザの接続事業者網への接続の可否を決定するために使われる情報を、当社のＩＰ通信網終端装置か

ら接続事業者の認証サーバへ送出するパケット。 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code コード １ １ 

Identifier 識別子 １  

Length パケット長 ２  

Authenticator 認証者 １６  

Attributes 属性 可変 (属性情報) 

 

 

（２）アクセス応答（Access-Accept） 

  ユーザに対して、サービスを始めるために必要となる情報を提供するパケットで、接続事業者の認証サーバから

当社のＩＰ通信網終端装置へ送られる。Access-Request の属性が受け入れられた時に、接続事業者の認証サーバは

コードフィールドに「２」を入れて送出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code コード １ ２ 

Identifier 識別子 １  

Length パケット長 ２  

Authenticator 認証者 １６  

Attributes 属性 可変 (属性情報）

 

 

（３）アクセス拒否（Access-Reject） 

  Access-Request の属性が受け入れられない時に、接続事業者の認証サーバはコードフィールドに「３」を入れ

て送出する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code コード １ ３ 

Identifier 識別子 １  

Length パケット長 ２  

Authenticator 認証者 １６  

Attributes 属性 可変 (属性情報）

1 2 3 0 5 6 7 4 9 10 11 8 13 14 1512 16 17 19 20 2118 22 23 25 26 2724 29 30 31 28 

Code Identifier Length

Request Authenticator

Attributes 

1 2 3 0 5 6 7 4 9 10 11 8 13 14 1512 16 17 19 20 2118 22 23 25 26 2724 29 30 31 28 

Response Authenticator

Attributes 

1 2 3 0 5 6 7 4 9 10 11 8 13 14 1512 16 17 19 20 2118 22 23 25 26 2724 29 30 31 28 

Response Authenticator

Attributes 

Code LengthIdentifier 

LengthIdentifier Code 
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（４）アカウント要求（Accounting-Request） 

当社のＩＰ通信網終端装置から接続事業者の認証サーバに送られるパケットで、ユーザに提供されるサービスに

対するアカウンティング情報を含んでいる。当社のＩＰ通信網終端装置はコードフィールドに「４」を入れて送出

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code コード １ ４ 

Identifier 識別子 １  

Length パケット長 ２  

Authenticator 認証者 １６  

Attributes 属性 可変 (属性情報）

 

 

（５）アカウント応答（Accounting-Response） 

接続事業者の認証サーバから当社のＩＰ通信網終端装置に送られるパケットで、Accounting-Request が正しく受

け取られ、記録されたことを示す。このとき、接続事業者の認証サーバはコードフィールドに「５」を入れて送出

する。 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code コード １ ５ 

Identifier 識別子 １  

Length パケット長 ２  

Authenticator 認証者 １６  

Attributes 属性 可変 (属性情報）

 

 

（６）切断要求(Disconnect-Request） 

接続事業者の認証サーバから当社のＩＰ通信網終端装置に送られるパケットで、切断するセッションを特定する

情報を含んでいる。接続事業者の認証サーバはコードフィールドに「４０」を入れて送出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code コード １ ４０ 

Identifier 識別子 １  

Length パケット長 ２  

Authenticator 認証者 １６  

1 2 3 0 5 6 7 4 9 10 11 8 13 14 1512 16 17 19 20 2118 22 23 25 26 2724 29 30 31 28 

Length

Response Authenticator

Attributes 

1 2 3 0 5 6 7 4 9 10 11 8 13 14 1512 16 17 19 20 2118 22 23 25 26 2724 29 30 31 28 

Code Identifier Length

Request Authenticator

Attributes 

Code Identifier 

1 2 3 0 5 6 7 4 9 10 11 8 13 14 1512 16 17 19 20 2118 22 23 25 26 2724 29 30 31 28 

Code Identifier Length

Request Authenticator

Attributes 
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Attributes 属性 可変 (属性情報）

 

（７）切断応答（Disconnect-Response） 

当社のＩＰ通信網終端装置から接続事業者の認証サーバに送られるパケットで、ACK の場合は

Disconnect-Requestが正しく受け取られ、セッションが切断されたことを示し、NAKの場合にはDisconnect-Request

が受け入れられなかったことを示す。当社のＩＰ通信網終端装置はコードフィールドに、ACK の場合には「４１」

を、NAK の場合には「４２」を入れて送出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code コード １ ４１(ACK) 

４２(NAK) 

Identifier 識別子 １  

Length パケット長 ２  

Authenticator 認証者 １６  

Attributes 属性 可変 (属性情報）

 

２．４．２ エンド・ユーザへのＩＰアドレス割り当て方式 

エンド・ユーザにダイナミックに割り当てるＩＰｖ６ プレフィックスは、接続事業者の認証サーバでプールする

こととし、接続事業者の認証サーバから当社のＩＰ通信網終端装置に転送する Access-Accept パケットの中に設定

される Attribute のうち Delegated-IPv6-Prefix にユーザへ割り当てるＩＰｖ６ プレフィックスを設定する。 

 

２．４．３ ダイナミックルーティングプロトコル 

BGP-4+ IETF RFC2545 準拠 

       IETF RFC4760 準拠 

 

なお、ダイナミックルーティングプロトコルの設定内容等の細目については、当社と接続事業者間で別途協議の

上、決定することとする。 

 

２．５．ＩＰ通信網終端装置へ同時に接続可能なＰＰＰセッション数の上限値について 

ＩＰ通信網終端装置へ同時に接続可能なＰＰＰセッション数の上限値については、当社と接続事業者間で別途協

議の上、決定することとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注）ＮＴＴ東日本のみの事項は、波線二重下線を付して記載しています。 

ＮＴＴ西日本のみの事項は、二重下線を付して記載しています。 
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Length

Response Authenticator

Attributes 

Code Identifier 


